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那岐山山頂における観測からみたおろし風（広戸風）の発生条件
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要　旨

　岡山県勝田郡奈義町には標高1240mの那岐山が讐え，台風などが那岐山よりも南側を通過する際に，那岐山の南

麓に強い北寄りのおろし風が吹くことがある．

　「岡山県における局地風研究グループ」は，1999年9月より那岐山山頂での観測を開始し，今日までに「那岐山か

らのおろし風」を2事例観測した．この2事例と台風が瀬戸内海付近を通過したにもかかわらずおろし風が吹かな

かった1事例を比較して，気象条件を詳しく調査した．更に，過去において山頂での観測を行っていなかった期間

に那岐山よりも南側を通過した台風など，36事例にっいても調査し，「那岐山からのおろし風」の発生条件をまとめ

た．

　その結果，本研究では新たに，那岐山の麓におろし風が吹くためには山頂を越えるある程度の空気の量と上層の

安定層の強度にある臨界値が必要だということと，おろし風発生時には風下側山麓の奈義で局所的に気圧が低下す

ることがわかった．

　1．はじめに

　岡山県勝田郡奈義町には標高1240mの那岐山が讐

えている（第1図a）．那岐山の北側には1000m級の

山々が讐えてV字型の地形を成し，南側には緩やかな

日本原高原が広がっている（第1図b）．那岐山付近の

地形（南斜面の勾配1／4）は吉野（1986）が述べている

おろし風が発生する地形の特徴をよく表し，台風や低

気圧等が那岐山よりも南側を通過する際に，那岐山の

南麓に「那岐山からのおろし風」が吹くことは昔から

よく知られている．この那岐山からのおろし風は，台

風や低気圧等に吹き込む北よりの風が千代川の流れる

V字型の地形に入って南下すると那岐山の南麓一帯
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に吹く，と言われている．おろし風の中でも特に暴風

を伴い，麓一・帯に被害を与えるような風は，一般に「広

戸風」と呼ばれている．地元では昔から村ごとに「那

岐おろし」・「まつぼり風」・「横仙風（よこぜかぜ）」・

「北風」・「広戸風」・「ほところ風」などと呼ばれていた

（大阪管区気象台，1956）．本論文中では「那岐山から

のおろし風」という表現に統一している．

　また，那岐山の麓では過去に幾度となく，このおろ

し風による大きな被害が発生していて，1997年6月28

日に台風8号が瀬戸内海を通過した際に，岡山では最

大瞬問風速26．9m／sであったが，台風中心からより離

れている勝北町役場では48．Om／s，奈義町役場で39．O

m／s，また，アメダス奈義で最大平均風速25m／sを観

測し（金森ほか，2000），那岐山の麓の勝北町や奈義町

ではおろし風によると思われる第2図のような被害が

発生した．

　この那岐山からのおろし風の構造を解明するため

に，これまでもいくつかの調査が行われた．大阪管区
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気象台（1956）によると，那岐山の麓一帯での観測や

聞き取り調査，米子の高層観測，それ以前の調査結果

等から，広戸風が発生するためには大気の成層が安定

であって，上層（山の頂付近）の風速が地面近くの下

層に比べて，著しく強く，かつその風向が北よりの風

であることが必要で，上層風の風速の大小によって広

戸風の被害域が南北に変化する，と述べられている．

また，岡山地方気象台（1967）は1967年8～10月の約

3か月問，那岐山の山頂と山麓に風向風速計を設置し

て特別観測を行った．その結果，那岐山山頂と那岐山

の麓の数か所との風の比較をし，強風が那岐山山頂を

中心として弧を描きながら伝わっていく様子や，おろ

し風発生時に那岐山山頂の強風に対応して米子の高度

1000m程度の所に中心を持つ北東の強風帯が出現し

ていることなどがわかった．佐橋（1990）は1990年9

月19日に台風19号が通過した際に吹いたと思われるお

ろし風の調査から，奈義町役場の気圧と風速の関係を

示した．

　しかし，山頂における観測データが不足しているた

めに，おろし風の全容は依然として不明な点が多い．

そこで，「岡山県における局地風研究グループ」（岡山

大学，岡山地方気象台，日本気象協会関西支社）は，

1999年9月より那岐山山頂で気象観測を行い，同年末

までに那岐山からのおろし風を2回観測した．また台

風が瀬戸内海付近を通過したがおろし風は観測されな

かった事例がある．これらを比較しておろし風発生時

の特徴などを調査した．そして，更に1990～2000年の

問に那岐山よりも南側を台風等の低気圧が通過した計

第2図　1997年6月28日，台風8号が瀬戸内海付
　　　　近を通過した際に吹いたと思われるおろ

　　　　し風によって，那岐山の麓の勝北町や奈
　　　　義町で発生した被害状況．ビニールハウ
　　　　スが倒れた．

36事例を調査し，那岐山におろし風が発生する際の気

象条件などをまとめた．本研究の解析には，那岐山山

頂での独自の観測データ（以下，山頂と示す）の他に

気象庁提供の米子の高層観測，鳥取・智頭・奈義・津

山・岡山のアメダス（以下，鳥取・智頭・奈義・津山・

岡山と示す），更に奈義町役場（以下，役場と示す）の

観測のデータを用いている．

　本論文中では，那岐山の南麓で発生した強風（那岐

山の南麓約6．5kmに位置するアメダス奈義で観測さ

れた風速10m／s以上の風）の内，風上側の大気の状態

が条件付き不安定で，山頂と奈義の温位がほぽ等しい

値を示した風を「おろし風」と定義する．また山頂で

の観測が行われていない期問に，奈義で風速10m／s以

24 “天気”49．2．
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第1表　調査事例の内，おろし風が発生した事
　　　例の一覧表．日時の後ろに何も記載し
　　　ていない事例は，日本の南岸を通過し
　　　た温帯低気圧を示す．

1989年8月27日　台風17号 1990年9月19日　台風19号

1995年9月16日　台風12号 1997年6月28日　台風8号

1998年1月15日 1998年9月22日　台風7号

1999年3月15日 1999年3月19日

1999年10月27日　（事例2） 1999年11月15日～16日（事例1）

2000年4月5日

第3図　那岐山山頂と避難小屋．

上の風が吹き，強風時に米子の高層観測で下層に北よ

りの風によって冷気が入り込み，上部に強い安定層が

形成されていた9事例を，「おろし風と思われる風」と

して扱う．

　2．那岐山山頂での観測の概要

　1999年9月より那岐山山頂で，風向風速・気温・湿

度・気圧の観測を開始した（湿度・気圧は2000年6月

より）．風向風速は10分平均値，気温・湿度・気圧は2

分毎のデータを記録している．第3図のように観測機

器は山頂よりも少し西に下がった避難小屋に設置し，

風向風速計，温湿度計は小屋の煙突に，そして気圧計

は小屋の床下に設置している．

　3．おろし風発生時の特徴

　3．1解析事例

　山頂での観測開始から今日までに，日本の南岸を通

過した温帯低気圧による「那岐山からのおろし風」を

2事例観測した．また，1999年9月，台風16号が瀬戸

内海付近を通過した際におろし風が発生しそうな気圧

配置になったにもかかわらず，おろし風は吹かなかっ

た．ここで，本研究では

　事例1：1999年11月15～16日

　事例2：1999年10月27日

　事例3：1999年9月15日（おろし風発生せず）

とし，これら3事例を比較検討した．更に，山頂での

観測が行われていない期間に那岐山よりも南側を台

風・熱帯低気圧・温帯低気圧が通過した計36事例を調

査した結果も併せて，おろし風発生時の特徴等を示す．

これら36事例の内，「おろし風と思われる風」が吹いた

9事例と実際に観測したおろし風の事例1・事例2を

第1表に示す．これら11事例全てで，奈義で風が強ま

る直前に一時的に南よりの風が吹いていた．この南よ

りの風は，四国のやまじ風が発生する前に吹くと言わ

れている「誘い風」（小倉，1994）と同様，おろし風発

生前におろし風とは逆の方向から吹く風だと考えられ

る．

　3．2気圧配置

　事例1，事例2，事例3における9時の地上天気図

（気象庁「気象要覧」による）を第4図に示す．事例1，

事例2において，温帯低気圧が日本の南海上を通過し，

中国大陸には高気圧があった．また，事例3において

は台風16号が瀬戸内海付近を通過し，台風の北側には

停滞前線が位置していた．いずれの事例においても那

岐山を挟んで南北の気圧傾度が大きく，那岐山付近は

北よりの風が吹き込みやすくなっていた．

　3．3風と気温の時系列

　事例1，事例2，事例3における風と気温の時系列

を第5図に示す．事例1では，18時過ぎから鳥取・智

頭・山頂・奈義の順に北よりの風が強まり，気温もほ

ぽ同時に低下し始めた．奈義では16日0時に最大風速

12m／sの風が吹き，奈義から約18km西に位置する津

山ではこの頃，2～3m／sの風しか吹かなかった．事例

2では，17時過ぎから山頂・鳥取・智頭・奈義の順に

北よりの風が強まり，山頂だけほぼ同時に気温も低下

した．奈義では27日19時30分に最大風速11m／sの風が

吹き，この頃津山では2～3m／sの風しか吹かなかっ

た．事例3では，5時頃から各地で一時的に風が強ま

り，ほぽ同時に気温も低下したが，その後風は弱まり，

9～14時頃にかけて鳥取で北よりの風が強まった．し

かし，奈義では風は強まらなかった．

　3．4　温位の時系列

　事例1，事例2，事例3において鳥取・智頭・山頂・

奈義の温位を求め，温位の時系列を第6図に示す．事

例1では15日20時30分～16日0時20分，事例2では27

2002年2月 25
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第4図 各事例における9時の地上天気図（気象庁「気象要覧」より）．

2：1999年10月27日，（c）事例3：1999年9月15日．
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各事例における風と気温の時系列図．短い矢羽根は1m／s，長い矢羽根は2m／s，ペナントは10m／s

を示す．（a）事例1，（b）事例2，（c）事例3．

日18時～20時20分の間に，山頂と那岐山南麓の奈義で

温位がほぼ同じ値を示した．この期問は第5図中に示

した奈義での強風期間とよく対応しており，これは那

岐山山頂の空気が温位を保存したまま乾燥断熱変化を

しながら麓へ吹き降りてきたことを示す．また，事例

3では，山頂と奈義の温位が大きく異なっていた．

　3．5　風上側と風下側の大気安定度

　事例1，事例2，事例3において，鳥取・山頂・奈

義の水平距離を考えず（鳥取　山頂問は約38km，山頂

一奈義間は約6．5km），山頂一鳥取，及び，山頂一奈義

のそれぞれの気温差をそれぞれの高度差で割って気温

減率を求めた．山頂一鳥取の気温減率は風上側の大気

の安定度を，そして，山頂一奈義の気温減率は風下側

の大気の安定度を示していると考えられ，各事例にお

ける気温減率の時系列を第7図に示す．また，米子の

高層観測による地上～那岐山山頂付近（高度約1200m

26 “天気”49．2．
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　第7図　各事例における気温減率と大気の状態の
　　　　時系列図．Hは山頂と奈義の温位がほぽ
　　　　同じ値を示していた時問帯．（a）事例1，

　　　　（b）事例2，（c）事例3．

付近）の気温減率も示す．本研究では大気の安定度を

気温減率によって，絶対不安定・条件付き不安定・絶

対安定の3つの区分で考えた．

　事例1，事例2において，最初は風上側（山頂　鳥

取）も風下側（山頂一奈義）も条件付き不安定を示し

ている．山頂と奈義の温位がほぼ同じ値を示す頃，風

上側は条件付き不安定の範囲にあり，風下側は乾燥断

熱減率よりもやや大きく，絶対不安定を示した．また，

山頂の温位と奈義の温位の差が大きくなり始めた頃，

風上側の気温減率（T：。C／100m）は乾燥断熱減率に

ほぽ等しく（0．97≦T≦1），中立な状態に近づいた．

　しかし，（事例3）では，鳥取で北よりの風が強まっ

ていた15日9～13時頃，風上側は絶対安定を示してい

た．その後，風上側は条件付き不安定になったが，鳥

取の風は既に弱まっていた．

　そこで，3．3節・3．4節・本節とをまとめると，事例

1，事例2では，日本海側から北よりの風が入り込み，

風上側の大気の状態が条件付き不安定になると，風上

側では北よりの風がV字型の地形に収束させられな

がら那岐山山頂まで強制的に押し上げられる状態にな

る．そして，那岐山の南麓に強風が吹き，強風発生時

には山頂と奈義の温位がほぽ等しい値を示した．第1

節で述べたように，那岐山の南麓で発生した強風の内，

風上側の大気の状態が条件付き不安定で，山頂と奈義

の温位がほぼ等しい値を示した風を「おろし風」とし

て扱っている．しかし，事例3では風上側の大気の状

態が絶対安定であったために，事例1，事例2のよう

な条件付き不安定の場合と比べると北よりの風が山頂

まで上昇しにくく，おろし風が吹かなかったので山頂

と奈義の温位の値が大きく異なっていたと考えられ

る．

　このように風上側の大気の状態や山頂と山麓の奈義

との温位の対比からおろし風を確認できることは，山

頂での気温観測が有効であったことを示す．

　3．6　米子における高層観測

　事例1，事例2，事例3における米子の高層観測か

ら求められた相当温位と風の鉛直断面図を第8図に示

す．事例1，事例2では那岐山の麓でおろし風が吹い

た時問帯に最も近い米子の高層観測時刻を，また，事

例3では鳥取で北よりの風が強まっていた時間帯に最

も近い観測時刻をロで囲んでいる．それぞれの事例に

おいて，ロで囲んだ観測時刻の米子の状態曲線を，相

当温位と風の鉛直断面図の右側に示す．

　事例1において，15日21時には地上から750hPa付

近までに北北東～北東の風によって冷気（相当温位308

K）が入り込んだために，750hPa～700hPa付近に気

温減率0．06。C／100mの強い安定層が形成され，その下
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　　　米子の高層観測時刻　1時1

　　　（左図）　　相当温位　　　　　　　　（右図）＿気温＿露点
各事例における米子の高層観測に基づく（左）相当温位と風の鉛直断面図，（右）米子

の状態曲線．短い矢羽根は2．5m／s，長い矢羽根は5m／s，ペナントは25m／sを示す．

（a）事例1，（b）事例2，（c）事例3．

層は条件付き不安定になっていた．事例2において，

27日21時には870hPa～780hPaにかけて北西の風に

よって冷気（相当温位310K以下）が入り込んだため

に，730hPa～680hPa付近に気温減率0．37。C／100m

のやや強い安定層が形成され，その下層は条件付き不

安定になっていた．事例3において，15日9時には地

上付近から860hPa付近までに北東の風によって冷気

（相当温位342K）が入り込んだために，700hPa～650

hPa付近に気温減率o．39。C／！00mのやや強い安定層

が形成され，その下層の大気の状態は条件付き不安定

になったことは前2事例と同様であるが，先の3．5節で

述べたように風上側（山頂一鳥取）の気温減率で見る

と絶対安定な様子を示していたことが，前2事例とは

異なっていた．このことから，おろし風発生時におけ

る風上側での大気の安定度を調査するには米子の高層

観測だけでは不十分なので，山頂での気温観測が必要

であると言える．

　また，おろし風発生時には米子の高層観測で，下層

に北よりの風によって冷気が入り込んだために，上部

には強い安定層が形成されていたことがわかる．そこ

で，山頂での観測が行われていない期問に那岐山より

も南側を通過した台風・熱帯低気圧・温帯低気圧，計

28 “天気”49．2．
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第9図　各事例における海面気圧．Hは山頂と奈
　　　義の温位がほぼ同じ値を示していた時間
　　　帯．（a）事例1，（b）事例2，（c）事例
　　　　3．

36事例の内，奈義で風速10m／s以上の風が吹き，強風

時に米子の高層観測で下層に北よりの風によって冷気

が入り込み，上部に強い安定層が形成されていた9事

例を，本研究では「おろし風と思われる風」として扱っ

ている．事例1，事例2とこれら9事例の高層観測に

おいて，冷気は相当温位の値が鉛直方向にほぼ等しい

冷気層となって入り込んでいることが多く，また，冷

気層内の風のシアーは小さく，それよりも上層の風と

の間でのシアーは大きくなっていた．

　3．7　気圧の局所的低下

　事例1，事例2，事例3における鳥取・津山・岡山・

役場の現地気圧から海面気圧に換算した値を第9図に

示す．奈義町での気圧は，アメダス奈義から北へ約1．6

km離れたところに位置する奈義町役場の気圧を用い
た．

　事例1，事例2において，山頂と奈義の温位がほぽ

同じ値を示す頃，つまり，おろし風が吹いていた頃，

役場の気圧は西へ約18km離れた津山と比較して低く

なっており，役場　津山の最大気圧差は事例1では2．7

hPa，事例2では0．7hPaだった．つまり，おろし風発

生時に那岐山の麓の奈義で局所的に気圧が低下すると

いうことである．しかし，事例3でも15日10時には最

大気圧差が0．7hPaになったが，このときの大気の状

態は風上側・風下側共に絶対安定であり，山頂と奈義
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　　　　　一奈義風速　　　一一一役場一津山気圧差

　第10図　1997年6月28日における役場一津山の気圧

　　　　　差と奈義の風速．短い矢羽根は1m／s，長い

　　　　　矢羽根は2m／s，ペナントは10m／sを示
　　　　　す．

の温位も大きく異なっていたため，おろし風に関連し

た現象ではないと考えられる．

　おろし風と思われる風が発生した9事例でも同様の

現象が現れており，各事例における役場一津山の最大

気圧差は0．6～4．OhPaだった．これら9事例と事例

1・事例2を合わせた11事例の内8事例は，役場で最

低気圧を観測した2～8時問後に役場一津山の気圧差

が最大値を示した．第10図に1997年6月28日の役場

一津山の気圧差と奈義の風速を示す．これを見ると，

強風と気圧低下の対応が顕著に現れている．岡山地方

気象台（1967）によると，鳥取一津山の気圧差と広戸

風の風速には正の相関があり，佐橋（1990）によると，

1990年9月19日に台風19号が通過した際には台風が最

も接近した時刻と奈義町役場の平均風速の最大値が現

れた時刻はほぼ一致し，奈義町役場で最低気圧が観測

された時刻と最大瞬間風速が観測された時刻はほぽ一

致する，と述べられている．しかし，おろし風2事例

とおろし風と思われる風9事例全てにおいて，奈義で

観測されるおろし風の風速は役場一津山の気圧差とよ

く対応していることがわかった．おろし風が発生しな

かった事例では，このような現象は見られなかった．

　また，米国コロラド州ボルダーはロッキー山脈から

の強いおろし風が吹くことで有名だが，Neiman6厩1．

（1988）によると，ボルダーでおろし風が発生すると風

速と気圧がともに変動し，おろし風発生時には気圧が

低下すると述べられている．大阪管区気象台（1958）

によれば愛媛県の「やまじ風」に伴って気圧の低下や

振動が見られる，と記されておりボルダーの例と共通

するところがある．また，横田・中島（1992）による

と，「六甲おろし」に伴って台風中心からほぽ等距離に

位置する神戸と洲本では，神戸の方が気圧が5．5hPa
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も低かったと述べられており，この局所的気圧低下は

おろし風に共通のものとして興味深い．

　3．8　不連続線

　3．6節で述べたように事例1，事例2，事例3におい

て，低気圧や台風に吹き込む北よりの風によって下層

に冷気が入り込み，この冷気の先端はアメダスの気温

と風の分布図で見ると不連続線を形成していた．各事

例における不連続線の様子を第11図に示す．不連続線

が鳥取付近を通過した時刻は事例1では11月15日18

時，事例3では9月15日5時と9時（9時については

日本海側のみ通過），また，事例2で不連続線が那岐山

山頂付近を通過したのは10月27日17時だった．これら

の不連続線通過後，各地では風が強まり，気温もほぽ

同時に低下したが，事例2では気温が低下したのは那

岐山山頂のみだった．

　そして，おろし風と思われる風9事例においても，

冷気の先端は不連続線を形成し，不連続線の通過後は

各地で風が強まり，気温も低下したが，地上付近での

気温の低下が見られない事例もあった．これらは寒冷

前線性の不連続線である．9事例の内の8事例と事例

1・事例3は不連続線が北東～南西に傾いていたため

に鳥取・智頭・那岐山山頂・奈義の順に風が強まり，

残り1事例と事例2は不連続線が北西～南東に傾いて

いたために那岐山山頂・奈義・鳥取，または，那岐山

山頂・鳥取・奈義の順に風が強まった．

　また，事例1，事例3とおろし風と思われる9事例

において，不連続線通過後の鳥取の風向の約86％が

360。～22．5。だった．つまり，不連続線の通過後，冷気

は那岐山の北側にあるV字型地形の谷筋（谷は風向に

して315。～45。に開けている）に沿って入り込んでいる

ことがわかる．

　4．山頂を越える空気の量と上空の安定層

　浅水流理論（Saito，1992）によると，フルード数

（F7＝％／（gh）1／2）がある範囲の値（F7＜1）を取り，

山の高さがある程度高いならば山の上の風速がかなり

大きくなり，山麓でハイドロリックジャンプが発生す

る．ここで，事例1，事例2，事例3と過去に那岐山

よりも南側を台風・熱帯低気圧・温帯低気圧が通過し

た計36事例の全てにおいて，上空の強い安定層内の気

温減率と，安定層以下の平均風速との関係を求めた．

上空の強い安定層は，下層へ冷気が流入したために形

成されたものである．おろし風が発生した事例ではお

ろし風が発生した時間帯に最も近い米子の高層観測の

データを用い，また，おろし風が発生しなかった事例

では鳥取で風が強まった時問帯に最も近い高層観測の

データを用いた．そこで，おろし風が発生していると

きには上空の安定層以下の平均風速が10．8m／s以上

であることがわかったが，これ以上の風速であっても

おろし風が発生しなかったことがあった．

　そこで，安定層以下の下層の平均風速の代わりに，

次のような山頂を越える空気の量rを考える．山頂

を越える空気の量（r）は，安定層下部の高さ（h）・に

安定層より下の平均風速（麗）をかけたものとして，次

式のように定義する．

VV二h×κ （1）
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第13図　山頂を越える空気と安定層の模式図．

この山頂を越える空気の量と安定層内の気温減率との

関係を第12図に示す．この図より，那岐山の麓でおろ

し風が発生したときには，安定層内の気温減率と山頂

を越える空気の量との関係がある一定の条件（空気の

量W≧2．4×104［m2／s］，気温減率丁≦0．37［。C／100

m］）を満たしていることがわかる．つまり，おろし風

が発生するためにはある程度の山頂を越える空気の量

とその空気の向きを下向きに変化させる安定層が必要

であると思われ，安定層は山頂を越える空気に対して

蓋の役目を持っている．

　ここで，山頂を越える空気と安定層との関係を表し

た模式図を第13図に示す．

　また，第12図において，おろし風発生域に×で示し

たおろし風が吹かなかった事例があるが，このときの

鳥取の風向は292．5。～315。で，冷気の流入する風向も

おろし風発生時には重要な要素であることがわかる．

　5．ハイドロリックジャンプの可能性

　浅水流理論によると，おろし風が吹く際には山の上

の風速が大きくなり，風下側の山麓で気流が上へ跳ね

上がるような現象，ハイドロリックジャンプが生じる

ことがあると述べられている．大阪管区気象台（1956）

によると，広戸風の気流は風下の地面へ吹き降りてか

ら，跳ね上がる気流である，と記されている．しかし，

これは実際に観測されたものではなく，一般的なおろ

し風のモデルとして述べられている．

　第14図で，1998年1月15日における奈義町役場とア

メダス奈義の風を比較する．奈義町役場の風は1時間

値，アメダス奈義は10分値を用いた．奈義町役場で北

よりのやや強い風が吹いていた17時～19時頃，アメダ

ス奈義ではほぼ南よりの風が吹いていた．アメダス奈

義周辺の観測点では13時頃から北よりの風が吹いてい
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第14図　1998年1月15日における奈義町役場とア

　　　　メダス奈義の風．短い矢羽根は1m／s，長

　　　　い矢羽根は2m／s，ペナントは10m／sを

　　　示す．

たが，アメダス奈義だけ18時20分頃まで南よりの風が

吹いていた．奈義町役場はアメダス奈義より北へ約1．6

km離れたところにあるので（第13図），奈義町役場と

アメダス奈義の間で，那岐山の麓に吹き降りた気流が

上へ跳ね上がるような現象，つまりハイドロリック

ジャンプが起こっていたために奈義町役場では北より

の風が吹き，アメダス奈義では南よりの風が吹いたの

ではないかと考えられる．また，3．7節で述べたように，

奈義町付近では局所的に気圧が低下している．大阪管

区気象台（1956）によると広戸風に伴って山頂付近に

は「風枕」と呼ばれるロール雲ができ，佐橋（1988）

によると山頂付近の「風枕」とは別にその風下側には

山脈に平行なロール雲が発生すると述べられている．

この後者のロール雲はHuschke（1959）によるFoehn

cloudに相当する雲だと考えられ，これらはハイドロ

リックジャンプに関連している可能性がある．

　6．まとめ

　那岐山のおろし風の発生条件を次のようにまとめ

た．まず，実際に観測されたおろし風の事例解析から，

　・寒冷前線性の不連続線が通過した後，下層に北よ

　　りの風（多くの場合，風向3600～22．5。）によって

　　冷気が入り込むこと．

　・風上側が条件付き不安定になり，その上空には強

　　い安定層が形成されること．

　また，実際に観測されたおろし風と過去の事例解析

　　から求めた発生条件は，
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　・山頂を越える空気の量と冷気が入り込んだために

　　形成される上空の強い安定層内の気温減率との関

　　係がある一定の条件

　　（a）空気の量四≧2．4×104［m2／s］

　　（b）気温減率r≦0．37［OC／100m］

　を満たすこと．

　次に，おろし風発生時の特徴をまとめる．まず，実

際に観測されたおろし風の事例解析から，

　・山頂と奈義の温位がほぽ同じ値を示すこと．

　・風上側の大気の状態が中立になるとおろし風は吹

　　き止むこと．

　また，実際に観測されたおろし風と過去の事例解析

　　から得られた特徴は，

　・中国大陸に高気圧があり，那岐山よりも南側を通

　　過する台風などに北よりの風（風向360。～22．5。）

　　が吹き込みやすい気圧配置になること．

　・おろし風が発生する直前に奈義では南よりの風が

　　吹くこと．

　・おろし風発生時には，奈義で局所的に気圧が低下

　　すること．

　今後も那岐山山頂での観測を継続すると共に，おろ

し風発生時の那岐山の麓一帯での調査等を行い，那岐

山のおろし風の全容を解明したい．
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